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こんにちは。きゅうしょくカンガルー！（奈良の学校給食を考える会）です。  

桜が満開ですね。みなさまいかがお過ごしでしょうか。 

私たちは、おいしい給食＆ほんとうの食育をめざして活動していきます。 

 

このメルマガは、私たちの活動や奈良県内の給食をめぐる状況をお知らせしたく、 

今までの活動の中で連絡先を交換させていただいた方を中心にお送りしています。 

メルマガ解除をご希望の方は、お手数ですが、 

oishiikyusyoku@gmail.com まで解除希望の旨をお書き添えの上ご連絡ください。 
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3 月 18 日、かしはらオーガニック事業報告＆交流会を開催しました。昨年 3 月に

橿原市と協定を結んでから 1 年。今年も橿原市長にご参加いただき「ともに学校

給食取り組みを進めていきましょう」という力強いお言葉をいただきました。 

 

かしはらオーガニックから橿原市学校給食への納入実績としては、2021 年から

2022 年にかけて品目数は増加、納入量は減少という結果になりました。納入量は、

旬の野菜を使う献立が変更になったりすると減少してしまうのでメニューを立て

る際の工夫と、年間通じて使用するじゃがいも、玉ねぎ、人参の地場産使用率を

高めることで増やしていくことができます。かしはらオーガニックでは、これま

で納入していた春だけでなく、冬に納入できる秋じゃがいもを積極的に生産し、

来年度からじゃがいもの納入量増加を目指します。 

 

さて、報告の中心は実証圃場に取り組んでくださった農家からの実践報告です。  

・お米で取り組んだ山尾さんは、土壌診断で田んぼのミネラル不足が明らかにな

ったという結果を報告。 

・人参で取り組んだ原澤さんは、この事業について、農家が頼りがちな勘や経験

則を土壌診断など科学的根拠をもって目に見える形にすることで、失敗したとき

も自分を見返すことができるとても意味のある事業だと評価してくださいました。

子どもたちが自分で収穫して給食で食べる体験の協力ができればとも。  

・大根と白菜で取り組んだ藤井さんは、花が咲いている白菜を持参してくださり、



「花は種をより良い土に飛ばすために必ず上に伸びて咲く。こういう、作物が本

来持っている仕組みを正しく理解するのが生態調和型栽培理論。この理論に基づ

いて、作物にとってより良い環境を整えてあげられるような農家が増えることが、

農業の後継者問題や収量、品質の問題を解決する糸口になると思っている」と話

されました。 

・人参で取り組んだ平沼さんは、栄養価コンテストの結果を共有し、収量も栄養

価も高い作物づくりに一歩ずつ近づいている様子を報告されました。 

・秋じゃがで取り組んだ白坂さんは、イノシシとシカの獣害でマルチを破られ太

陽熱養生処理がうまくいかなかった様子を話されました。それでも BLOF 資材で

取り組んだ圃場のほうが生育、収量ともに良かったそうです。来年は学校給食納

入を目指します。 

・秋じゃがで取り組んだ喜多さんは、水はけがうまくいかず失敗。土壌分析や肥

料設計といった化学性以前に、ふかふかの土をつくるなどの物理性・生物性にし

っかり取り組み、来年のリベンジを目指します。 

 

さらに、この 3 年間で新しく農業をはじめた方からの報告もいただきました。  

・かしはらきゅうしょくカンガルーの西澤さんは、子どもに田んぼ体験をさせた

いというところからはじまった活動が、畑で野菜を作る、それを出荷する、さら

にはブルーベリー畑の運営までに広がった経緯を話されました。畑の担い手が増

え耕作放棄地が減ること、また子どもたちが作る、食べる体験する機会も増える

ことを願っています。 

・すまいる農園かぐやまのおふたりは、学校給食への納入を目指して里芋とかぼ

ちゃを栽培。里芋は 1.3 トン出荷しました。もっと多くの人が農業に関わり地産

地消できるように、橿原市の協力がもっとあれば嬉しいと話されました。  

 

報告を聞いた橿原市長からは、橿原市がしっかり支援することで学校給食のすべ

てを有機にしたいという言葉をいただきました。また農政課長は、化学的な根拠

に基づいた農業で安定した収入を得る人が増えることが、有機だけにとどまらず

農業全般に広がっていけばいいと話されました。まだまだ続く物価高の中で、農

家が持続していくために、子どもたちの食を守るために、学校給食の位置づけが

ますます重要になります。力を合わせていきましょう。 
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●来月もお楽しみに♪● 

 メルマガ発信元 ： きゅうしょくカンガルー！（奈良の学校給食を考える会） 

E-mail  ：oishiikyusyoku@gmail.com 

facebook：https://www.facebook.com/oishiikyusyoku 

事務局 ：生活協同組合コープ自然派奈良内（田原本町西竹田 33-1） 
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